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資料提供招請に関する公表

次のとおり物品の導入を予定していますので、
当該導入に関して資料等の提供を招請します。
令和５年２月 20 日

防衛省防衛医科大学校病院
事務部長 熊井 邦善

◎調達機関番号 010 ◎所在地番号 11
１ 調達内容
 品目分類番号 22、31
 導入計画物品及び数量
血液凝固尿一般検査分析システム 一式

 調達方法 購入等
 導入予定時期 令和５年度第３・四半期以
降
 調達に必要とされる基本的な要求要件
 システムの構成
 血液検査搬送ラインシステム １式
１ 多項目自動血球分析装置
２ 自動塗抹標本作製装置
３ 血液像自動分析装置
４ 検体並び替え装置
５ 血液検査搬送ライン
 多項目自動血球分析装置 １式
 多項目自動血球分析装置（小型） １
式
 全自動尿中有形成分分析装置 １式
 全自動血液凝固測定装置 １式
 システムの性能
 血液検査搬送ラインシステム １式
血液検査搬送ラインシステムは、以下
に示す機能を有する、多項目自動血球分
析装置４台、自動塗抹標本作製装置１台、
血液像自動分析装置１台、検体並び替え
装置１台を搬送ラインで接続し一連の工
程を自動で行うことができること。
１ 多項目自動血球分析装置
 血球計数、白血球分類および網赤
血球の測定方式は、レーザー光方式
または電気抵抗方式であること。

 血球計数８項目（白血球数、赤血
球数、ヘモグロビン濃度、へマトク
リット値、血小板数、平均赤血球容
積、平均赤血球ヘモグロビン量、平
均赤血球ヘモグロビン濃度）、白血
球５分類（好中球、好酸球、好塩基
球、リンパ球、単球）および網赤血
球を測定できること。
 血小板測定において、血小板測定
専用の蛍光染色測定モードを搭載
し、正確性と精度の高い血小板測定
が可能である装置を含むこと。
 体液測定専用モードを搭載してい
る装置を含むこと。
 処理能力は、１台あたり血球計数
＋白血球分類で110検体／時、血球
計数＋白血球分類＋網赤血球で80検
体／時以上であること。
 検体測定時のサンプリングは、自
動および手動モードを有すること。
 通常の測定モードにおいて90μｌ
以下の検体吸引量で測定できるこ
と。

２ 自動塗抹標本作製装置
 塗抹標本作製はウェッジ方式であ
ること。
 染色はメイグリンワルド・ギムザ
染色方式を有し、自動で染色を行う
機能を有すること。
 染色工程と時間の設定ができるこ
と。
 処理能力については、75検体／時
間以上であること。
 通常の測定モードにおいて70μｌ
以下の検体吸引量で測定できるこ
と。
 用手法で作製した塗抹標本も同時
に染色できること。
 スライドグラスのフロスト部に必
要な情報（バーコード・英数字）を
印字することができる機能を有する
こと。

３ 血液像自動分析装置
 塗抹標本をデジタルイメージ解析
により、桿状核好中球、分葉核好中
球、好酸球、好塩基球、リンパ球、
単球、前骨髄球、骨髄球、後骨髄球、
芽球、異型リンパ球、形質細胞の自
動分類が可能であること。
 多染性、低色素性、大小不同、小
赤血球、大赤血球、奇形赤血球の特
性解析が可能であること。
 末梢血標本の最大処理能力は30検
体／時間以上であること。
 自動塗抹標本作製装置で標本に印
字した一次元、二次元バーコードを
読み取り、臨床検査情報システムか
ら患者情報を受信することができる
こと。
 臨床検査情報システムからの依頼
情報として、測定結果を閲覧する際
に、自動血球計数装置の血球計数結
果、白血球分類結果を表示する機能
を有すること。
 ネットワーク接続により、測定結
果の閲覧や検体の承認などの作業を
装置遠方のＰＣ端末で行うことがで
きること。

４ 検体並び替え装置
 検体の仕分けを自動的に行う機能
を有すること。
 検体を一度に最大1000検体以上収
納できる機能を有すること。
 検体毎に通常検体・再検用など、
それぞれ用途別に仕分けができる機
能を有すること。
 仕分け収納先の区分割り付けは，
ユーザ毎に設定できる機能を有する
こと。

５ 血液検査搬送ライン
 検体投入装置に関し２用採血管
が搭載できる10本立て検体ラックに
対応する機能を有すること。
 到着確認を自動で行うバーコード
読み取り装置が搭載されているこ
と。
 バーコード読み取りエラー警告が
できること。

 多項目自動血球分析装置 １式
 １の多項目自動血球分析装置と
同一メーカーの装置であること。
 １と同等の機能を有すること。
 多項目自動血球分析装置（小型） １
式
 当院の管理検体検査室のクリーンベ
ンチ内に設置することが可能な装置寸
法であること。
 １の多項目自動血球分析装置と
同一メーカーの装置であること。
 血球計数８項目（白血球数、赤血球
数、ヘモグロビン濃度、へマトクリッ
ト値、血小板数、平均赤血球容積、平
均赤血球ヘモグロビン量、平均赤血球
ヘモグロビン濃度）、白血球５分類（好
中球、好酸球、好塩基球、リンパ球、
単球）を測定できること。
 通常の測定モードにおいて25μｌ以
下の検体吸引量で測定できること。

 全自動尿中有形成分分析装置 １式
 本全自動尿中有形成分分析装置と別
途調達予定の当院の全自動尿分取装
置、全自動尿定性検査装置と接続が可
能な搬送ラインを有すること。
 検体は原尿を使用し、遠心操作等の
前処理が不要であること。
 測定原理は青色半導体レーザーを用
いたフローサイトメトリー法を採用し
ていること。
 測定結果は定量的な測定をもとに／
μＬ及び／μＬから／ＬＰＦ，/ＨＰ
Ｆ等に換算されたデータが得られるこ
と。
 赤血球、白血球、上皮細胞、扁平上
皮細胞、円柱、細菌の６項目について
は定量的に、白血球凝集、非扁平上皮
細胞、硝子円柱、非硝子円柱、結晶、
酵母様真菌、精子、粘液糸の８項目に
ついては、半定量もしくは定性的に測
定できること。
 検体処理数は100検体／時以上であ
ること。
 必要検体量は20mL以下、使用検体
量は05mL以下であること。
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